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事 項 内 容 備 考

（２）学ぶ楽しさ発見事業 義務教育課 指導担当１ 目 的
基礎的・基本的な内容を確実に身に付け，課題の発見と解決能力，自ら学び，自ら考える力などの「生き （内線５２２４）
る力」を身に付けた児童生徒の育成が求められています。
そのため，総合的な学習の時間や各教科等の学習の中で，中学生自らが課題を発見したり解決したりした
楽しい学習体験や，その探究する過程をまとめた論文等の作品を募集し，優秀作品を表彰，集録して「学ぶ
楽しさ体験記優秀作品集」として各中学校に配布し，県内の中学生の発展的な取組に役立てます。

２ 内 容
（１）対 象 中学生

（２）実施期間 平成１３年度

（３ 「学ぶ楽しさ体験記」の募集）

（４ 「学ぶ楽しさ体験記」の優秀作品の選出・表彰）
※ テーマ例
国語： 日本語探訪－日本語はどのようにして現在のような形になってなってきたのだろう－」「
美術： 新しい自分との出会い『１５歳の自画像』の学習から」「
総合的な学習の時間： 龍ヶ崎市の伝統行事～撞舞( )～」「 つくまい

（５ 「学ぶ楽しさ体験記優秀作品集」の作成・配布）

３ 成 果 等
（１）応募数及び優秀作品数
科 目 国 語 社 会 数 学 理 科 英 語 音 楽 美 術 保 体 技 家 総 合 計
応募数 ６０ ９７ ６４ ２０２ ４７ ８ ５ １７ ４０ ３１８ ８５８
優秀作品 ３ ３ ３ ３ ３ ０ ２ ０ １ １２ ３０
※応募参加生徒数：３，２３４名。表彰式を１１月３０日（金）に実施。

（２）成 果
①県内の中学校から８５８点の「学ぶ楽しさ体験記」の応募があり，生徒たちの学習に対する意欲，課
題へのアプローチの独創性や発展性などを作品から感じることができた。

②作品を通して，生徒たちの自主的な課題への取り組みを支える教師の支援の在り方，高い専門性と熱
意などを感じることができた。

４ 今後の取組み
（１）優秀作品集の発行・配布
①部 数 ４，４００部
②主な内容…優秀作品３０点の概要の紹介

代表作品（優秀作品の中から８点…国，社，数，理，英から各１点，総合から各学年１点）
の全文掲載」

③配布先
県内公立中学校全学級ほか

（２）優秀作品３０点を県教育委員会ホームページで公開




